
令和７年度 名勝哲学堂公園 今後の樹林地管理に関するオープンハウス結果 

名勝哲学堂公園における今後の樹林地管理について 
オープンハウスを開催しました（令和７年度） 

 

   

  
 
≪日 時≫ 令和７年１２月１９日（金）、２０日（土）１４時～１６時 

≪会 場≫ 哲学堂公園内「宇宙館」     ≪来場者≫ １９名 

≪アンケート結果≫ 概要は以下のとおり 

 

  

 

１ 哲学堂公園の樹林地における保全・管理の考え方、管理方針の位置づけ（p.1）について 
 

・良いと感じた内容はありましたか？ (複数回答可)   ・改善が必要と感じた内容はありましたか？（複数回答可） 
   

 

 

 
   

＜良いと感じた理由等＞ 

・専門家の助言に基づいたものと思うから。 

・既存の植物を大切に育てていこうという方針が分かり安心した。 

・これまでその場しのぎで管理されていた印象が強く、方針が策定されたのは良いことだと思う。 

 ＜改善が必要と感じた理由等＞ 

・自然植生を優先することに重きを置くと、動物の生息にも影響があるはずなので、その点も配慮してほしい。 

・野鳥や昆虫の棲み処にも配慮しつつ、公園として目を楽しませる要素も若干あっていいと思う。 

・今後、環境課とも連携して、生物の状況を継続的に調査し、どのような変化が見られたか公表してほしい。 

   

 

２ 樹林地管理の基本方針、エリア区分と各エリアの特徴等（p.2）について 
 

・良いと感じた内容はありましたか？ (複数回答可)  ・改善が必要と感じた内容はありましたか？（複数回答可） 
   

  

 

 
   

＜良いと感じた理由＞ 

・基本方針等はとても良く検討されたものだと思う。 

・具体的な生きものの暮らしぶりへの配慮がみられることが、とても素晴らしいと感じた。 

・樹林の特徴をよく把握されていると思った。 

 ＜改善が必要と感じた理由＞ 

・現状はもちろん、過去からの推移を含めた詳細な調査が必要だと思う。 

・カワセミも来ているので、池など水辺の環境も考慮してほしい。 

・生きものの種類や数が減ってきているため、環境の変化を調査し、公園利用者と共有してほしい。 

   

 

  

0 1 2 3 4

これまでの経緯

方針の位置づけ、対象期間等

「自然植生が優占する豊かな階層の樹林」の考え方

その他

0 1 2 3 4 5 6

これまでの経緯

方針の位置づけ、対象期間等

「自然植生が優占する豊かな階層の樹林」の考え方

その他

0 1 2 3 4

樹林地管理の基本方針

園内に生息する生きものへの配慮

エリア区分と、各エリアの主な特徴

その他

0 1 2 3 4 5

樹林地管理の基本方針

園内に生息する生きものへの配慮

エリア区分と、各エリアの主な特徴

その他

（回答） 

（回答） （回答） 

（回答） 
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３ エリアＡ～Ｆの管理方針（p.3～8）について 
 

・良いと感じた内容はありましたか？ (複数回答可)  ・改善が必要と感じた内容はありましたか？（複数回答可） 
   

 

 

 
   

＜良いと感じた理由＞ 

・みどり豊かな多様な植栽を段階的に育て、景観や見晴らしの配慮もされていて、とても良いと思った。 

・Ｂエリア（唯物園北側）は数年前にクスノキが伐採され、その後植栽もされずにいるので、改善されてほしい。 

・理想とする樹林を目指す一方で、急激な変化を避け、段階的な改善を目指している点が非常に適切だと思った。 

 ＜改善が必要と感じた理由＞ 

・現状の植生の役割を分析し、自然植生を優先することだけに偏らないようにすべき。 

・四季を通して楽しめるよう、多年草や低木などを工夫したエリアがあっても良いのでは。 

・園路などに影響を与えているクスノキ等の樹木も、この公園の長い歴史と個性をひと目で利用者に伝えるものな 

 ので、慎重な対応をお願いしたい。 

・今後、菖蒲池などを一種のビオトープとして整備していくことも検討してほしい。 
   

 

４ 自然環境への配慮と工夫等（p.9）について 
 

・良いと感じた内容はありましたか？ (複数回答可)  ・改善が必要と感じた内容はありましたか？（複数回答可） 
   

 

 

    

＜良いと感じた理由＞ 

・自然環境に対する住民の意識を高めることは大切。 

・今回の方針の中でもとくに素晴らしく、実施されれば区の自然環境を確実に向上できると思う。 

・利用者が参加できるイベントとしての実施や、知見のある団体の協力を得ることを検討してほしい。 

 ＜改善が必要と感じた理由＞ 

・実作業には自然環境に関する知見や経験のある団体が、長期的な視野で参加すべき。 

・衰弱した土地と樹木を再生する、等々力渓谷のような取組ができるのでは。持続可能な森としての評価も知りたい。 

・活動を通して、中野区民を中心とした利用者のネットワークが形成されていくのが理想である。 

   

 

５ その他、今回のオープンハウスや、今後の植栽管理等について、ご意見・ご感想があればお聞かせください。 
 

・自然環境をぜひ大切にしてほしい。                                    ・確かに、クスノキによる影響が大きく、コナラ、クヌギ、アカマツの生育に不安があると思った。 

・哲学堂公園の樹木や生きものについて教えてもらえる見学会等の機会が増えると嬉しい。 

・管理作業を行う委託業者の選定や指導がとても重要だと思う。 

・公園ボランティア制度などで、多くの区民が専門家のアドバイスを受けながら、身近な公園緑地の手入れを行うようになれればいいと思う。 

・オープンハウスは良いが、展示が難解に思われる。 

・今回の方針は素晴らしいが、大切なのはそれを具体的に実施していくこと。慎重に根気強く取り組んでほしい。また、その時々に、利用者への情報開示やヒアリングをお願いしたい。 

 

      ― ご来場、アンケートへの御協力ありがとうございました。今後の取組にあたり参考とさせて頂きます ―  

中野区 都市基盤部 公園課 公園建設係（区役所９階） 

 

0 1 2 3 4

エリアＡ（さくらの広場～テニスコート）

エリアＢ（唯物園北側）

エリアＣ（三祖苑～六賢台）

エリアＤ（妙正寺川沿い）

エリアＥ（独断峡～論理域）

エリアＦ（テニスコートの中野通り側）

その他

0 1 2 3 4 5

エリアＡ（さくらの広場～テニスコート）

エリアＢ（唯物園北側）

エリアＣ（三祖苑～六賢台）

エリアＤ（妙正寺川沿い）

エリアＥ（独断峡～論理域）

エリアＦ（テニスコートの中野通り側）

その他

0 1 2 3 4 5

自然環境への配慮と工夫

管理作業の進め方

その他

0 1 2 3 4

自然環境への配慮と工夫

管理作業の進め方

その他

（回答） （回答） 

（回答） （回答） 


